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事業の概況

■企業のIT投資需要は底堅く推移 
　当連結会計年度（2024年1月1日～2024
年12月31日）におけるわが国経済は、資源価
格の高騰や円安による物価高が続く中、一部
に弱さもみられましたが、雇用・所得環境の
改善による個人消費の持ち直しや堅調な企
業業績を背景に設備投資は底堅さを維持する
など、景気は緩やかな回復基調が続きました。 
　このような経済状況にあってI T投資分野で
は、企業のソフトウェア投資計画は引き続き高
い水準にあり、生産性向上、競争力強化やコ
スト削減を目的とした省人化やデジタル化に向
けたIT投資需要は底堅く推移しました。

■お客様のDX推進を支援
　以上のような環境において当社グループは、

「お客様に寄り添い、DXでお客様と共に成長
する」を2024年度のスローガンに掲げ、営業
活動においては、営業プロセスをAIがサポート
することで営業生産性の向上とオフィスまるご
とに向けたお客様対応力の強化に努めました。
その上で、ワークフローの見直しやセキュリティ
対策など、業務のデジタル化や効率化に向け
た提案を行いました。また、中堅・中小企業
のお客様でも手軽にA Iの価値を享受できる最
新のA Iソリューションなど、当社自身がA Iの活
用を含めたDX推進により業務プロセス改革や
生産性向上を実現してきた事例を踏まえながら、
お客様のDX推進への取り組みを支援いたしま
した。

個人消費の持ち直し
設備投資は底堅さを維持

営業生産性の向上
お客様対応力の強化



3

　営業活動から得られた資金は「売上債権の
増加額」が大きくなったこと及び「棚卸資産の増
減額」が増加に転じたことなどにより、前年同期
に比べ339億38百万円減少し、377億11
百万円となりました。 
　投資活動に使用した資金は「定期預金の預
入による支出」が減少したことなどにより、前
年同期に比べ95億23百万円減少し、119億
49百万円となりました。 
　財務活動に使用した資金は「配当金の支払
額」が増加したことなどにより、前年同期に比
べ20億52百万円増加し、258億91百万円と
なりました。 

■キャッシュ･フローの状況� （単位：億円）

〈連結〉� （単位：百万円）

2023年12月期 2024年12月期
金　額 金　額 増減率

売上高 977,370 1,107,668 ＋13.3%
営業利益 62,959 74,360 ＋18.1%
経常利益 64,517 75,931 ＋17.7%
純利益※ 47,448 53,481 ＋12.7%
※親会社株主に帰属する当期純利益
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■売上高及び各利益は過去最高を更新 
　以上の結果、当連結会計年度の売上高は、
堅調な企業のIT投資需要を捉え、1兆1,076
億68百万円（前年同期比13.3%増）となりまし
た。利益につきましては、販売費及び一般管
理費は増加したものの増収に伴う売上総利益
の増加により、営業利益743億60百万円（前
年同期比18.1%増）、経常利益759億31百万
円（前年同期比17.7%増）、親会社株主に帰
属する当期純利益534億81百万円（前年同期
比12.7%増）と増収増益となり、売上高及び
各利益は過去最高となりました。 
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四半期別の概況

■売上高の推移
　売上高は、全ての四半期で増収となりまし
た。
　第3四半期（7～9月）売上高は、2,525億
40百万円（前年同期比15.3%増）、第4四半期

（10～12月）売上高は、2,854億5百万円（前
年同期比20.3%増）となりました。

■経常利益の推移
　経常利益も、全ての四半期で増益となりま
した。 
　第3四半期（7～9月）経常利益は、141億
63百万円（前年同期比26.2%増）、第4四半期

（10～12月）経常利益は、219億15百万円（前
年同期比39.8%増）となりました。

売上高の四半期推移	 （単位：億円） 経常利益の四半期推移	 （単位：百万円）
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事業セグメント別の概況

■システムインテグレーション事業
　コンサルティングからシステム設計・開発、
搬入設置工事、ネットワーク構築まで最適なシ
ステムを提供するシステムインテグレーション
事業では、パソコンやパッケージソフトの売上
高を伸ばし、売上高は7,317億12百万円（前
年同期比16.1%増）となりました。

■サービス＆サポート事業
　サプライ供給、ハード＆ソフト保守、テレフォ
ンサポート、アウトソーシングサービス等により
導入システムや企業活動をトータルにサポート
するサービス＆サポート事業では、オフィスサプ
ライ通信販売事業「たのめーる」やサポート事業

「たよれーる」などストックビジネスに引き続き注
力し、売上高は3,759億55百万円（前年同期
比8.3%増）となりました。

事業セグメント別の売上高推移	 （単位：百万円）

■システムインテグレーション事業
■サービス&サポート事業
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